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学校再開後、元気いっぱい！笑顔いっぱい！頑張ってま～す。／戸崎小学校１年生

　戸崎小学校１年生の明るく元気な笑顔を見ていた
だくことで、「市民の皆さまがたくさん笑顔になっ
て、元気を出していただきたい」と、菊池女子高校
の生徒の皆さんから『世界にひとつだけの手作りマ
スク』が寄贈されました。 （関連記事 P19）
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こ
の
た
び
、
市
議
会
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
決
機
関
の

長
と
し
て
の
責
任
は
極
め
て
重
大
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
と
し
て
の
当
面
の
課
題
は
、
今
日
の
コ
ロ
ナ
禍
や
災
害

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
不
安
の
払
拭
に
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
菊
池
市
を
取
り
巻
く
諸
般
の
情
勢
は
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
議
会
改
革
、
活
性
化
な
ど
、
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
議
会
が
『
ワ
ン
チ
ー
ム
』
と
な
っ
て
、
執
行
部
と

真
剣
に
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
豪
雨
、
熊
本
が
大
変
な
状
況
に
あ
る
中
で
、
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
防
災
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
議
会
に

は
老
若
男
女
、
職
業
、
地
域
性
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
な
ど
、
様
々
な

立
場
か
ら
の
意
見
や
提
案
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
女
性
の
視
点
か
ら

議
員
の
方
々
や
行
政
と
意
見
を
交
わ
し
、
市
民
の
暮
ら
し
の
た
め
の
市

政
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
活
動
が
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
一

歩
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
何
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
か
せ
て
頂
く
事
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶

副
議
長
就
任
挨
拶

議長

大賀　慶一

副議長

猿渡 美智子

〜
チ
ー
ム
菊
池
市
議
会
を

 

目
指
し
て
〜

〜
さ
ま
ざ
ま
な
声
に

 

耳
を
傾
け
て
〜

　令和２年第２回（６月）定例会では、議長・副議長の辞職に伴う正副議長選挙を行い、議長に
大賀慶一氏、副議長に猿渡美智子氏を選出しました。
　その他、各常任委員会・特別委員会委員の選任を行い、議会の構成が決まり、新しい議会の活
動が始まりました。

新しい議会構成が決まりました！
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賛　否　表
〇は賛成　●は反対　棄は棄権　欠は欠席　除は除斥　／は議長職時

議　　案

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

結

果

表

決

数

田

中

教

之

福

島

英

德

緒

方

哲

郎

後

藤

英

夫

平　
　

直

樹

東　
　
　

奈
津
子

坂

本

道

博

水

上

隆

光

猿　

渡　

美
智
子

松

岡　
　

讓

荒

木

崇

之

柁

原

賢

一

工　

藤　

圭
一
郎

城　
　

典

臣

大

賀

慶

一

水

上

彰

澄

二
ノ
文　

伸　

元

泉　

田　

栄
一
朗

木

下

雄

二

山

瀬

義

也賛成　反対

第
２
回
定
例
会

議 事 第 １ 号 許可 14 対 4 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 除 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

議員提出議案第 ３ 号 可決 13 対 5 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 除 〇 ● 〇 ● 〇

議員提出議案第 ４ 号 否決 4 対 14 ● 〇 ● ● ● 棄 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● 〇 ● 〇 ●

※除斥：議案と一定の利害関係を持つ議員は、当該議案の審議・採決に参加することができない。
※上記以外の議案は、全会一致で可決しました。

令和２年第２回定例会における主な付議事件一覧及び審議結果表
議案番号 議案名（内容） 結果

第
２
回
定
例
会

議 事 第 1 号 議長辞職の件（議長の辞職に伴うもの） 許　可

議員提出議案第 3 号
菊池市議会議長の議員報酬の特例に関する条例の制定について
（政治資金報告書の代表者無断記載により、菊池市議会が市民の信頼を
損なった責任を重く受け止め、議長の議員報酬を減額するもの。）

原案可決

議員提出議案第 4 号

菊池市議会議員の議員報酬及び期末手当の特例に関する条例の制定に
ついて
（新型コロナウイルス感染症の影響で苦労する市民とともに痛みを共有
し、対策に取り組む姿勢を示すため、議員報酬等を減額するもの。）

原案否決

　この定例会では、専決処分の報告及び承認を求めることをはじめ、令和２年度菊池
市一般会計補正予算、特別会計補正予算、条例など25議案が提案されたほか、請願１件、
議員提出議案１件も慎重に審議しました。また、報告が９件ありました。追加議案と
して、補正予算２件、条例１件と、議員提出議案２件が提案され、報告が10件ありま
した。
　審議の結果、議員提出議案第４号、請願第１号を除き、原案のとおり可決・承認し
ました。議員提出議案第４号は否決、請願第１号は継続審議となりました。
※専決処分・・・ 議会の議決または決定すべきことについて、市長が議会に代わって処分すること。

議会を招集する時間が無いときなどに行うものと、議会の議決によりあらかじめ
指定したものがあります。

開催日：６月５日（金）～６月26日（金）

主なものは以下のとおりです。

令和２年
第２回

定例会



4きくち議会だより  Vol.62

令和２年度一般会計補正予算（第２号）ほか専決処分の報告及び承認

議案第43号　菊池市税条例等の一部を改正する条例　承認
● 「新型コロナウイルス感染症等の影響に対応するための国税関係法律の臨時特例に関する法律」の施行等に伴

い「菊池市 税条例」の一部を改正するもの

　 　無担保 かつ 延滞金なしで１年間徴収を猶予できる制度の新設、償却資産等に係る固定資産税の軽減措置な

どが、主な改正点。

議案第46号　令和２年度一般会計補正予算（第２号）　承認
【主なもの】

　〇 新型コロナウイルス対策として、市庁舎における業務スペース分散化のための電話機等購入費、窓口用飛沫

防止パネルの設置費、公共施設用手指消毒剤購入費、WEB会議用環境整備費

　〇 子どもたちの居場所の確保のために運営されている、放課後児童クラブ、保育園、放課後デイサービスの職

員の方々への感謝と、消費落ち込みの影響を受けている花き農家等支援のため、花や特産品を贈呈するもの

　〇 市の休業要請に応じて休業された宿泊施設、及び外出自粛の影響を受け休業を余儀なくされた観光バス事業

者への事業継続支援金

　〇 深刻な影響を受けている飲食店への事業継続支援金

　〇 事業継続支援金の対象となる宿泊施設、観光バス、飲食店事業者を除く事業者を対象に販路拡大など、企業

活動の維持、または継続のために行う事業への補助金

議案第47号　令和２年度一般会計補正予算（第３号）　承認
　【主なもの】

　〇 特別定額給付金及び事務費の増額

議案第48号　令和２年度一般会計補正予算（第４号）　承認
　【主なもの】

　〇 子育て世代への臨時特別交付金

　〇 枝肉価格の下落により経営が悪化している肥育牛農家への経営安定支援金

　〇 消費が低迷している農産物の販売促進のため、インターネットによる販売時の送料について支援を行うもの

　〇 遠隔授業などの家庭学習支援のための環境整備費用

各種委員選任
令和２年第２回定例会の人事案件について、議会が選任同意したのは、次のとおりです。

教育委員会委員 森　　　智保美 菊池市旭志新明 再　任

公平委員会委員 緒　方　登志子 菊池市豊間 新　任

固定資産評価審査委員会委員 宮　本　啓　一 菊池市西寺 再　任

〃 本　田　憲　一 菊池市七城町高島 再　任

〃 西　本　直　之 菊池市旭志伊坂 再　任

〃 髙　宗　政　禎 菊池市隈府 再　任

〃 髙　田　早　苗 菊池市赤星 新　任
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　経済建設常任委員会では、新型コロナ禍により、市内の経済に深刻な影響が出ているため、経済対策の各

事業について、令和２年６月18日に所管事務調査を行いました。

【菊池市観光事業継続支援金】
　市の休業要請に協力していただいた宿泊事業者や休業を余儀

なくされている貸切バス事業者を支援するもの。６月17日現在

で、21件1,280万円の申請が行われている。

委　　員　この支援策のポイントは何か。

執 行 部　主幹産業である観光業の支援を早期に開始した。

　　　　　 後続で支援を始めた他の自治体では本市を上回る支援を実施しているところも出てきたが、本市

が支援策を公表した時点では、国の給付金も示されていない中で、他に見劣りしない独自の支援

であった。

【菊池市飲食事業継続支援金】
　緊急事態宣言後の時間短縮営業要請等で、大幅に売り上げが減少した

飲食店を支援するもの。６月17日現在で、138件2,760万円の申請が行

われている。

委　　員　他の自治体と比較してどうか。

執 行 部　 県内でも早期に支援策を実施しているが、後続で同様の支援

を実施している近隣自治体の２倍となる額である。

【菊池市肉用牛肥育経営安定支援金】
　令和２年１月以降の販売額が30％以上減少した月がある肉用牛肥育農家を

支援するもの。６月17日現在で、周知開始から１週間も経っていないため、

１件の申請が出たばかりである。

委　　員　他の自治体と比較してどうか。

執 行 部　県内で同様の支援を行っている自治体はない。

【菊池市小規模事業者持続化補助金】
　観光・飲食以外で大幅に売り上げが減少した商工業者

が実施するコロナ後の経済回復に向けた事業に対して、

上限20万円を100％補助する。また、補助額の50％ま

では事業の継続に不可欠な家賃の支払いに充てることが

できるもの。６月17日現在で、68件1,346万円の申請

が行われている。

【まとめ】
　上記のほか、菊池市内ネットショップ活用特産品・名産品消費拡大支援事業補助金等の報告を含め、審議

した結果、菊池市の新型コロナ禍における経済対策は、他自治体より動きが早く、他自治体が行っていない

ような取り組みを行っていると理解したところではあります。

　しかしながら、事業の周知方法等、改善していくべき点もあり、できるだけ多くの市民の方に支援メ

ニューを周知できるよう引き続き努力していただくとともに、新型コロナウイルスの第２波、あるいは終息

を見据えた経済対策の第２弾・第３弾にも万全を期して望まれるよう強く要望します。

経済建設常任委員会 委員長　後藤　英夫

経済建設常任委員会所管事務調査報告書（抜粋）
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委員長／松岡　讓　副委員長／城　典臣　委員／議長を除く17議員

議案第52号　令和２年度菊池市一般会計補正予算（第５号）　可決
●学校 ICT 教育推進事業（小 ･中学校分）　3億884万8千円

　新たな情報社会時代を生きる子どもたちにとって、教育におけるＩＣＴを基盤

とした先端技術等の効果的な活用が求められていることから、学校現場で高速大

容量の通信ネットワーク１人１台端末を一体的に整備します。

　国が進める「ＧＩＧＡスクール構想」に基づき、国の補正予算及び地方創生臨

時交付金を活用し、１人１台端末及び学習支援ソフトを前倒しして整備するもの

です。

委　　員　 次に買い替える時には、国の補助が無くて、全部、市が負担しなければならないことがあるか
もしれない。また、これをどう活用するかで自治体間に差が出てくる。始める前にしっかり考

えるように。

執 行 部　 ５～６年はタブレットが使えると見込んでおり、併せて家庭学習支援ソフトを５年間使う予定
である。５年を満了したところで、買い替えを計画している。2022年度までの整備については、

国が普通交付税で算定しているとのことだが、それ以降については、国から示されていないの

で、今回の整備に伴う増額と併せて要望している。

委　　員　 Ｗｉ－Ｆｉ環境下でのセキュリティ対策は。
執 行 部　 ネットワークセキュリティは、現在、校内ネット

ワークを整備している。タブレットは、校内での利

用を前提としており、校内ネットワークの見守りは

外部サーバからインターネットに出ていく１本で管

理しており、そこで危険なサイトに行かないよう制

限をかけている。

　　　　　 家庭に持ち帰っての使用は、家庭の通信環境のばら

つきも考えられるので、基本的に学校内でドリルの

問題をダウンロードして、通信環境が無い状態で利用するといった方法を想定している。

委　　員　リモートとして、使用することは考えていないのか。
執 行 部　 今後、第２波の対策として、ポケットＷｉ－Ｆｉを使えるようにしているので、活用しながら

セキュリティを担保して、家庭でも使えるよう検討していきたい。

●相談事業（女性相談員設置事業）　272万4千円
　女性相談員を設置し、離婚やDV相談など、女性が抱える様々な悩みの相談支援を行っており、ここ数ヶ

月は新型コロナウイルスの影響により相談件数は減少しているが、近年、相談件数は増加傾向にあったこ

とから、今後、増加していくものと考えられ、その強化を図っていくため

のものです。

委　　員　 配偶者などが在宅勤務で電話がしづらい面があり、相談が減っ
ているものと考えられるが、LINE やメールでも相談できるよ

う検討してほしい。

委　　員　人権啓発・男女共同参画推進課との連携は。
執 行 部　 関係部署や警察、民生委員などで構成する「要保護児童対策協

議会」などを通じて、連携を図っていきたい。

常任委員会報告
予算決算常任委員会
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●農業用施設整備事業
　（宝永隧道内水対策事業）　2,500万円
　赤星地区の国道325号線に架かる橋梁の下流部の浸

水対策として排水ポンプを設置する工事です。

委　　員　 長年の赤星地区の懸案事項であり、地域住
民の皆さんは大変心待ちにしておられる。

●新型コロナウイルス対策事業（菊池渓谷維持管理補助金）　144万7千円
　菊池渓谷の入谷者数が激減しており、緊急事態宣言が解除

された現在では、入谷者が徐々に戻ってきてはいるものの収

入が大幅に減少していることから、シーズンを迎える夏場の

入谷者への安全対策費、渓谷内の安全性の確保を図るための

維持管理費が不足することから、菊池渓谷を美しくする保護

管理協議会へ補助を行うものです。

議案第53号　令和２年度菊池市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）　可決
●保健施設事業（健康づくり継続支援事業委託料）　142万5千円
　国民健康保険の健全な税制運営（医療費抑制）を目的として、

市民の疾病予防及び生活習慣病の改善に繋がる食事や運動の

取組みを支援・指導する事業を実施するもので、当初予算に

おいて一般会計予算で承認していたが、国の補助対象となっ

たため、国民健康保険特別会計予算へ組み替えるものです。

委　　員　このプロジェクトの内容は。
執 行 部　 自主トレーニングのグループや地区で活動してい

るグループなどをサポートする事業であり、その

補助を行うものである。

議案第66号　令和２年度菊池市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）　可決
●新型コロナウイルス感染症の影響に係る国民健康保険税の減免について
　新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯の主たる生計維持者の収入が減少し、要件に該当する世

帯は、国民健康保険税の減免の対象となる場合が生じることから、予算措置を講ずるもの。

委　　員　具体的にどのように減免するのか。
執 行 部　 新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の

方は保険税を全額免除する。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持

者の収入減少が見込まれる方は基準に基づいて、保険税の一部を減額する。

▲浸水時 ▲通常時

６月定例会からの新体制です
　予算決算常任委員会は、議長を除く全ての議員（19名）
で構成し、予算や決算に関する調査・審査を行う委員会です。

松岡 委員長 城 副委員長
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財
産
の
取
得
に
つ
い
て

内 

容　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
更
新
計
画
に

基
づ
く
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
７
台
の
購
入

に
関
す
る
も
の
。

質 

問　

配
備
先
は
何
処
に

な
る
の
か
？

答 

弁　

本
部
機
動
隊
２
台
、

泗
水
方
面
隊
４
台
、
菊
池
方

面
隊
１
台
で
あ
る
。

質 

問　

耐
用
年
数
は
何
年

か
？

答 

弁　

法
的
な
定
め
は
無

い
が
、
本
市
で
は
20
年
と
し

て
い
る
。

質 

問　

更
新
計
画
の
と
お
り
配
備
で
き
て
い
る

の
か
？

答 

弁　

平
成
30
年
度
か
ら
購
入
し
て
い
る
が
、

計
画
ど
お
り
購
入
・
配
備
で
き
て
い
る
。

総務文教常任委員会

６
月
定
例
会
か
ら
の
新
体
制
で
す

写真は左から　福島委員、猿渡委員、平委員長、緒方副委員長、
木下委員、水上委員、柁原委員

福祉厚生常任委員会

菊
池
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

内 

容　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
、

又
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
、
当
該
感
染
症

の
感
染
が
疑
わ
れ
、
労
務
に
服
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
被
用
者
に
対
し
、
傷
病
手
当
金
を

支
給
す
る
に
当
た
り
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

質 

問　

青
色
、
白
色
も
該
当
す
る
と
い
う

こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

答 

弁　

間
違
い
な
い
。

意 

見　

自
営
業
者
は
含
ま
れ
な
い
が
、
市

独
自
の
取
り
組
み
は
財
政
的
に
厳
し
い
な
ら

ば
国
に
申
し
入
れ
等
し
て
ほ
し
い
。

菊
池
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

内 

容　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

質 

問　

な
し
。

菊
池
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

内 

容　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
収
入
の
減
収
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
遡
っ
て
申
請
が

で
き
る
よ
う
申
請
期
日
の
特
例
を
設
け
る
に

当
た
っ
て
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

委員長／平　直樹　副委員長／緒方　哲郎
委員／福島　英德　猿渡　美智子　柁原　賢一　水上　彰澄　木下　雄二

委員長／坂本　道博　副委員長／田中　教之　委員／東　奈津子　水上　隆光　荒木　崇之　城　典臣

可決

可決可決可決

くまモンの
感染症対策
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経済建設常任委員会

６
月
定
例
会
か
ら
の
新
体
制
で
す

質 

問　

議
案
第
43
号
市
税
条
例
は
専
決
だ

が
、
同
じ
税
条
例
が
追
加
議
案
と
い
う
の
は

な
ぜ
か
。

答 

弁　

市
税
条
例
は
国
の
法
律
改
正
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
国
保
税
は
市
町
村
独
自

の
対
応
で
あ
り
、
通
知
が
来
た
の
が
5
月
8

日
の
議
案
締
め
切
り
日
で
、
補
正
予
算
等
も

あ
っ
た
た
め
。

写真は左から　城委員、東委員、田中副委員長、坂本委員長、
水上委員、荒木委員

委員長／後藤　英夫　副委員長／泉田栄一朗　委員／松岡　讓　工藤圭一郎　二ノ文伸元　山瀬義也

菊
池
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

内 
容　

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
正
入
居
者
が
市

営
住
宅
へ
入
居
し
た
日
か
ら
明
け
渡
し
請
求
の
日

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
近
隣
の
住
宅
の
家
賃
の

額
と
、
市
営
住
宅
の
家
賃
の
額
と
の
差
額
に
利
息

を
付
し
た
額
の
金
銭
を
請
求
す
る
際
の
利
率
が
民

法
で
「
年
５
分
」
か
ら
「
年
３
分
」
へ
改
正
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
今
後
の
利
率
改
正
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
「
年
３
分
」
と
い
う
表
記
で
は
な

く
「
民
法
に
規
定
す
る
法
定
利
率
」
へ
改
め
る
も

の
。

質 

問　

こ
れ
ま
で
に
今
回
の
法
改
正
に
該
当
す

る
よ
う
な
事
案
は
あ
っ
た
の
か

答 

弁　

こ
れ
ま
で
に
発
生
し
て
い
な
い
。

意 

見　

こ
れ
ま
で
は
、
不
正
入
居
と
い
っ
た
事

案
が
無
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
防
止
策
を
検
討
し
て
お
く
よ
う

に
。

種
苗
法
改
正
の
慎
重
審
議
を

求
め
る
請
願

内 

容　

地
域
農
業
や
農
家
、
消
費
者
の
権
利
を

守
り
、
安
定
し
た
農
作
物
・
食
料
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
国
会
に
お
け
る
種
苗
法
改
正
の
慎
重
審

議
を
行
う
よ
う
求
め
る
も
の
。

意 

見　

日
本
の
農
業
界
や
新
聞
等
の
意
見
は
、

権
利
を
守
る
側
と
こ
れ
ま
で
ど
お
り
が
よ
い
側
と

に
分
か
れ
て
い
る
。

意 

見　

国
は
、
今
国
会
で
の
法

案
成
立
を
見
送
っ
て
い
る
。

意 

見　

も
う
少
し
農
業
者
団
体

等
と
の
調
整
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
継
続

審
議
と
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
か
ら
の
新
体
制
で
す

写真は左から　工藤委員、泉田副委員長、後藤委員長、松岡委員、
山瀬委員、二ノ文委員

可決継続審議
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一 般 質 問般 質 問
人が市政を問う11

質 問 者 質　問　事　項 Ｐ

①泉田栄一朗 1. 新型コロナウイルス対策につい
て

11
2. 市営住宅の連帯保証人制度につ
いて

②平　　直樹 1. 新型コロナウイルス対策の財源
について 11

③水上　隆光 1. 新型コロナ禍における予算につ
いて

122. 新型コロナ禍における農業支援
予算について

3. 新型コロナ禍における生活保護
について

④田中　教之 1. 新型コロナウイルス対策につい
て

12
2. 新型コロナ禍における学校教育
について

⑤猿渡美智子 1. 新型コロナウイルス感染症に対
応する避難所運営について

13
2. 菊池市教育振興小川奨学金につ
いて

⑥緒方　哲郎 1. 新型コロナウイルスに対する支
援策は 13

2. 小中学生の授業の遅れについて

⑦東　奈津子 1. 新型コロナウイルス感染症の影
響に対する子育て支援について 14

2. 国民健康保険税について

⑧二ノ文伸元 1. 隈府中央線と回遊道路の現状に
ついて 14

2. パワーハラスメントについて

質 問 者 質　問　事　項 Ｐ

⑨福島　英德 1. べんりカーとあいのりタクシー
について

15
2. 七城温泉ドームの利用料金と営
業時間について

⑩荒木　崇之 1. 田島工業団地について
15

2. ふるさと納税について

⑪木下　雄二 1. 新型コロナウイルスの感染拡大
に対する市の対応について

16

2. 旧迫水小跡地の現状と地元への
説明責任について

3. 千畳河原周辺の今後の整備計画
について

4. スペインスエカ市との交流の市
民への説明責任は

5. 学童保育の現状と拡充について

6. 公園整備の現状と維持管理費に
ついて

今回の一般質問では、新型コロナウイ
ルス感染症対策として、一般質問中、
概ね30分を目途に議場内の換気を行
いました。
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質
問 　

現
在
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

財
源
と
そ
の
額
は
？ 

 

答
弁 　

第
1
号
補
正
予
算

は
、
債
務
負
担
行
為
で
あ
り
、

今
後
予
算
化
し
、
財
源
は
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金

を
予
定
し
て
い
る
。
第
2
号

補
正
予
算
は
、
9
、
9
3
9

万
6
千
円
全
額
に
財
政
調
整

基
金
を
活
用
す
る
。
第
3
号

補
正
予
算
は
、
特
別
定
額
給

付
金
に
係
る
経
費
で
、
48
億

7
、
2
7
9
万
9
千
円
全
額

が
国
費
で
あ
る
。
第
4
号
補

正
予
算
は
、
全
額
国
費
、

国
・
県
の
負
担
が
あ
る
も
の
、

市
独
自
の
事
業
継
続
支
援
金

等
で
、
1
億
8
、
6
1
9
万

円
の
う
ち
9
、
8
7
0
万
3

千
円
に
財
政
調
整
基
金
を
活

用
す
る
。
第
5
号
補
正
予
算

は
、
市
の
負
担
額
が
1
億
8
、

3
4
3
万
6
千
円
で
あ
る
。

　

な
お
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
交
付
限

度
額
が
2
億
1
、
6
3
9
万

9
千
円
と
決
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
第
2
号
及
び
第
4
号

補
正
予
算
の
財
源
の
一
部
を

組
み
替
え
、
第
5
号
補
正
予

算
に
活
用
、
第
1
号
補
正
予

算
に
も
活
用
す
る
予
定
で
あ

る
。

 

質
問 　

財
政
調
整
基
金
は

H
30
年
度
決
算
書
に
よ
る
と

平
成
31
年
3
月
31
日
現
在
で

60
億
7
4
6
万
1
7
7
円
と

あ
る
が
今
後
対
策
費
と
し
て

使
え
る
額
は
い
く
ら
か
？

 

答
弁 　

当
初
予
算
の
編
成

に
は
、
毎
年
25
億
円
程
度
の

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
が
必
要
な
状
況
が
続
い
て

お
り
、
予
算
編
成
時
に
は

2
ヵ
年
分
の
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
金
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
数
年
間
は
、

市
債
の
償
還
が
令
和
4
年
度

を
ピ
ー
ク
に
増
加
し
て
い
く

こ
と
や
、
施
設
の
維
持
管
理

費
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
等
の
要
因
に
よ
り
、

財
源
不
足
が
生
じ
る
見
込
み

の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
の

使
用
可
能
な
額
に
余
裕
が
あ

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

質
問 　

今
後
の
対
策
費
に

い
く
ら
程
度
支
出
す
る
の
が

適
正
、
ま
た
は
限
度
と
考
え

て
い
る
か
？

 

答
弁 　

今
後
の
感
染
状
況

や
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
ま

た
国
の
支
援
策
に
よ
っ
て
大

き
く
変
わ
り
、
現
時
点
で
具

体
的
な
金
額
は
お
示
し
で
き

な
い
。
今
後
の
財
政
運
営
を

考
慮
す
る
と
、
財
政
調
整
基

金
の
使
え
る
額
に
は
限
度
が

あ
り
、
使
用
可
能
な
範
囲
を

見
極
め
、
ま
た
既
存
事
業
の

見
直
し
等
に
よ
り
財
源
を
調

整
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り

必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

 

質
問 　

今
後
の
展
望
は
？ 

 

答
弁 　

く
ら
し
と
経
済
を

支
え
る
た
め
の
商
品
券
の
発

行
や
国
の
施
策
と
連
動
し
た

観
光
活
性
化
等
の
積
極
的
な

施
策
を
今
、
準
備
し
て
い
る
。

な
お
、
財
源
的
に
は
限
り
が

あ
る
た
め
、
中
止
や
延
期
と

な
っ
た
事
業
財
源
の
有
効
活

用
と
、
国
や
県
の
財
政
支
援

も
活
か
し
な
が
ら
、
財
政
規

律
に
留
意
し
た
適
正
執
行
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

 

質
問 　

国
民
1
人
あ
た
り

10
万
円
の
「
特
別
定
額
給
付

金
」
に
つ
い
て
、
本
市
に
お

け
る
給
付
状
況
は

 

答
弁 　

給
付
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
分
を
5
月
22
日
か

ら
、
郵
送
申
請
分
を
5
月
29

日
か
ら
開
始
し
、
6
月
3
日

か
ら
は
毎
日
振
込
手
続
を

行
っ
て
い
る
。

　

進
捗
率
は
、
6
月
11
日
振

込
分
で
79
％
、
6
月
19
日
振

込
予
定
で
は
96
％
に
な
る
。

 

質
問 　

市
民
へ
の
支
援
策

は
。
ま
た
、
全
世
帯
へ
市
内

で
使
え
る
商
品
券
を
配
布
す

る
考
え
は
あ
る
か

 

答
弁 　

商
工
関
係
の
支
援

策
と
し
て
、
3
月
に
中
小
企

業
者
に
対
す
る
融
資
の
3
年

間
全
額
利
子
補
給
、
5
月
に

宿
泊
事
業
者
及
び
運
輸
業
向

け
の
菊
池
市
観
光
事
業
継
続

支
援
金
、
飲
食
業
者
向
け
の

菊
池
市
飲
食
事
業
継
続
支
援

金
、
そ
れ
以
外
の
事
業
者
向

け
に
は
、
菊
池
市
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
の
持
続
化
給
付

金
や
、
県
の
事
業
継
続
支
援

金
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
観
光
事
業
継
続

支
援
金
及
び
飲
食
事
業
継
続

支
援
金
並
び
に
肉
用
牛
肥
育

経
営
安
定
支
援
金
受
給
者
以

外
を
対
象
に
、
県
の
支
援
金

対
象
と
な
ら
れ
た
事
業
者
に

一
律
10
万
円
を
補
助
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

市
内
で
使
え
る
商
品
券
に

つ
い
て
は
、
販
売
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

 

質
問 　

小
・
中
学
校
、

幼
・
保
育
所
の
給
食
費
を
市

で
負
担
す
る
考
え
は
あ
る
か

 

答
弁 　

こ
れ
ま
で
も
保
護

者
負
担
を
お
願
い
し
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
の
無
償
化
は
考
え
て

い
な
い
。

 

質
問 　

災
害
時
の
避
難
所

の
三
密
対
策
は

 

答
弁 　

①
避
難
所
に
お
け

る
三
密
防
止
、
②
要
配
慮
者

へ
の
適
切
な
対
応
、
③
車
中

泊
な
ど
避
難
所
外
避
難
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
な

が
ら
運
営
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
入
所
時
の

問
診
・
検
温
に
よ
る
避
難
者

の
体
調
確
認
、
健
康
な
方
と

感
染
疑
い
の
可
能
性
の
あ
る

方
を
区
分
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
、

健
常
者
と
非
健
常
者
と
の
使

用
ス
ペ
ー
ス
の
明
確
な
区
分

を
行
う
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
手
洗

い
・
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
基

本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
を
活
用

し
た
避
難
者
間
の
ス
ペ
ー
ス

確
保
な
ど
、
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
図
る
。

市
営
住
宅
の
連
帯
保
証

人
制
度
に
つ
い
て

 
質
問 　

単
身
者
や
高
齢
者

が
困
っ
て
い
る
の
で
、
廃
止

す
る
考
え
は
な
い
か

 

答
弁 　

連
帯
保
証
人
制
度

は
、
殆
ど
の
自
治
体
に
お
い

て
、
安
否
確
認
の
た
め
の
緊

急
連
絡
先
、
家
賃
滞
納
の
抑

止
な
ど
の
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
必
要
と
し
て
い
る
。

　

連
帯
保
証
人
の
確
保
が
困

難
な
世
帯
の
場
合
、
菊
池
市

営
住
宅
条
例
第
11
条
第
3
項

の
規
定
に
よ
り
、
公
営
住
宅

の
本
来
の
目
的
で
あ
る
「
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
財
源
に
つ
い
て

泉
田
　
栄
一
朗 

議
員

平
　
直
樹 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
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質
問 　

学
校
休
業
中
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
取
り
組
ん
だ

事
例
な
ど
を
示
せ
。
そ
の
中

で
、
今
後
に
活
か
せ
る
事
例

が
あ
っ
た
か

 

答
弁 　

こ
れ
ま
で
、
校
内

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

用
し
た
教
育
の
展
開
を
最
重

要
課
題
と
捉
え
、
推
進
を

図
っ
て
き
た
。

　

学
校
休
業
中
の
対
応
と
し

て
、
様
々
な
学
習
支
援
サ
イ

ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
学
習
ド
リ
ル
に
つ
い
て
、

紹
介
と
い
う
形
で
推
進
し
た
。

た
だ
し
、
中
学
3
年
生
に
は
、

学
び
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
、

家
庭
で
の
ネ
ッ
ト
環
境
調
査

を
基
に
、
市
内
小
中
学
校
内

に
お
い
て
現
在
活
用
し
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
及
び
新
た
に

調
達
し
た
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ

を
貸
与
し
、
5
月
の
最
終
週

に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
家
庭
学
習
支
援
の

テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

　

今
後
の
第
2
波
へ
の
対
策

と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業

や
オ
ン
ラ
イ
ン
ド
リ
ル
、
夏

休
み
期
間
に
お
け
る
補
習
等

に
も
活
用
し
た
い
。

　

加
え
て
教
職
員
の
研
修
会
、

他
校
連
携
会
議
に
も
活
用
し

て
い
き
た
い
。

 

質
問 　

こ
れ
ま
で
の
本
市

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
踏
ま
え
て
、

今
後
本
市
独
自
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
実
践
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見

解
は

 

答
弁 　

こ
れ
ま
で
、
一
斉

学
習
で
の
効
果
的
活
用
を
行

い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
中
心
に

協
働
学
習
で
の
効
果
的
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
の
一
手
段
と
し

て
使
用
し
て
き
た
が
、
今
回

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
も
た
ら
す
効
果
的
活
用
戦

略
の
一
つ
は
、「
個
別
学
習
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
活
用
は
、「
一
斉
・
協
働

学
習
」
に
加
え
、「
個
別
学

習
」
の
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、

更
な
る
学
力
向
上
が
期
待
で

き
る
。
現
在
、
各
学
校
の
担

当
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

用
し
た
実
践
事
例
は
、
市
内

全
学
校
で
情
報
共
有
し
て
お

り
、
今
後
、
各
教
員
の
個
別

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
奨

し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

質
問 　

部
活
動
等
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
段
階
的
再

開
を
し
て
い
く
の
か
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
せ

 

答
弁 　

部
活
動
は
、
学
校

再
開
の
6
月
1
日
か
ら
練
習

を
再
開
し
て
い
る
。
練
習
内

容
は
、
時
間
を
短
く
し
、
軽

い
運
動
か
ら
徐
々
に
通
常
に

戻
す
よ
う
工
夫
し
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
状
況
に
も
よ
る

が
、
県
の
通
知
で
は
練
習
試

合
、
演
奏
会
、
校
外
活
動
は

6
月
21
日
か
ら
実
施
で
き
、

県
内
の
大
会
は
7
月
1
日
か

ら
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

 

質
問 　

今
回
の
予
算
と

な
っ
た
経
緯
と
考
え
方
に
つ

い
て
。
ま
た
、
国
の
第
2
次

補
正
予
算
の
農
業
対
策
は
？

 

答
弁 　

現
在
、
3
つ
の
市

独
自
の
支
援
策
を
講
じ
て
お

り
、
①
「
菊
池
市
農
林
畜
産

業
・
商
工
業
事
業
継
続
支
援

金
」
は
、
国
の
「
持
続
化
給

付
金
」
の
対
象
と
な
ら
な
い

本
市
農
林
畜
産
業
者
及
び
商

工
業
者
の
経
営
支
援
、
②

「
菊
池
市
肉
用
牛
肥
育
経
営

安
定
支
援
金
」
は
、
肉
用
牛

肥
育
農
家
の
経
営
安
定
の
た

め
の
支
援
、
③
「
菊
池
市
内

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
活
用
特
産

品
・
名
産
品
消
費
拡
大
支
援

事
業
」
は
、
市
内
の
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
事
業
者
の
店
舗
を

活
用
し
て
の
消
費
拡
大
を
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
の
第
2
次
補
正

予
算
は
、
持
続
化
給
付
金
の

申
込
件
数
が
予
定
を
大
き
く

上
回
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

対
象
を
拡
大
し
増
額
さ
れ
て

お
り
、
持
続
化
給
付
金
以
外

に
も
、
機
械
や
設
備
の
導
入

に
対
す
る
補
助
や
肉
用
子
牛

の
価
格
が
下
落
し
、
基
準
を

下
回
っ
た
場
合
に
交
付
さ
れ

る
奨
励
金
、
資
金
調
達
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
の
無
利
子

融
資
枠
の
拡
充
な
ど
が
新
た

に
加
わ
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
予
算
に
つ
い
て

 

質
問 　

祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
、

式
典
等
の
中
止
が
予
想
さ
れ

る
12
月
ま
で
の
減
額
は
ど
れ

だ
け
か

 

答
弁 　

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

等
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
削
減
分
（
現
時
点
で
46

事
業
：
3
、3
0
0
万
円
）

も
含
め
、
既
存
事
業
の
見
直

し
等
に
よ
り
、
必
要
な
財
源

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
生
活
保
護
に
つ
い
て

 

質
問 　

昨
年
と
今
年
の

3
〜
5
月
期
の
生
活
保
護
世

帯
の
数
は
？

 

答
弁 　

平
均
し
て
昨
年
は

3
2
9
世
帯
、本
年
は
3
4
0

世
帯
で
あ
り
11
世
帯
増
加
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
ま
し

て
生
活
保
護
と
な
っ
た
世
帯

数
は
、
6
月
5
日
時
点
で
1

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

農
業
支
援
予
算
に
つ
い
て

水
上
　
隆
光 

議
員

田
中
　
教
之 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
校
教
育
に
つ
い
て
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質
問 　

こ
れ
ま
で
避
難
所

の
開
設
は
、
泗
水
・
七
城
・

旭
志
・
中
央
の
4
公
民
館
同

時
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
の
現
在
、
自
主
避
難
所

を
一
か
所
に
し
た
理
由
は
？

 

答
弁 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
現
下
の
状
況

を
踏
ま
え
、
感
染
症
対
策
に

万
全
を
期
す
た
め
、
通
常
時

の
対
応
と
異
な
る
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
自
主
避
難
所
を

限
定
し
て
開
設
す
る
こ
と
で
、

職
員
を
集
中
し
て
派
遣
し
、

職
員
の
感
染
防
止
対
策
を
図

り
つ
つ
、
受
付
時
の
問
診
及

び
検
温
、
健
康
な
方
と
感
染

疑
い
の
可
能
性
の
あ
る
方
を

区
分
す
る
な
ど
の
ト
リ
ア
ー

ジ
、
健
常
者
と
非
健
常
者
と

の
使
用
ス
ペ
ー
ス
の
明
確
な

区
分
を
行
う
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
本
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
中
央
公
民
館
）
を
開

設
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
天
候
及
び
避
難

等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
七
城
、

旭
志
、
泗
水
の
各
公
民
館
を

自
主
避
難
所
と
し
て
、
必
要

に
応
じ
て
順
次
開
設
す
る
予

定
で
あ
る
。

 

質
問 　

自
主
避
難
さ
れ
る

方
は
、
交
通
弱
者
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
の
で
、
一
ヶ
所

と
す
る
か
ら
に
は
、
各
支
所

か
ら
の
送
迎
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

答
弁 　

自
主
避
難
所
と
は
、

本
来
、
避
難
を
希
望
さ
れ
る

方
に
対
し
て
そ
の
場
所
を
提

供
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
段
階
で
は
、
災
害
へ
の

心
構
え
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

原
則
、
自
己
の
責
任
に
お
い

て
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
配
慮
が
必
要
な
避
難

者
は
、
自
主
防
災
組
織
及
び

地
元
消
防
団
を
始
め
民
生
委

員
、
防
災
士
等
へ
協
力
を
要

請
す
る
な
ど
体
制
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
振
興
小
川
奨
学
金

に
つ
い
て
 

質
問 　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

の
学
生
や
受
験
生
の
窮
状
が

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
を
資
格
に
加

え
る
、
募
集
人
数
を
増
や
す

な
ど
、
要
件
を
緩
和
す
る
考

え
は
な
い
か
。

 

答
弁 　

こ
れ
ま
で
故
小
川

水
寶
氏
の
ご
遺
族
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
、
検
討
委
員
会

に
て
要
件
等
を
丁
寧
に
作
り

上
げ
て
き
て
お
り
、
小
川
氏

の
ご
遺
族
の
ご
意
向
に
沿
っ

た
形
で
慎
重
に
進
め
た
い
と

考
え
る
。
今
回
の
ご
意
見
は

小
川
氏
の
ご
遺
族
へ
お
伝
え

し
た
い
と
思
う
。

 

質
問 　

花
き
農
家
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
、
更
に
細

か
い
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か

 

答
弁 　

今
回
、
国
も
様
々

な
施
策
を
講
じ
て
い
る
が

「
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援

交
付
金
事
業
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
市

場
価
格
が
低
下
す
る
な
ど
の

影
響
を
受
け
た
野
菜
・
花
・

果
樹
・
茶
等
の
高
収
益
作
物

に
つ
い
て
、
次
期
作
に
前
向

き
に
取
り
組
む
生
産
者
を
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

事
業
は
幅
広
い
農
業
者
の
皆

様
が
対
象
に
な
る
事
業
で
あ

り
、
特
に
施
設
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
「
花
」
に
は
、
厚
く

支
援
が
行
わ
れ
る
予
定
で
る

た
め
、
市
で
も
、
次
期
作
に

前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
る
農

業
者
の
皆
様
が
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
関
係
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業

を
推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

 

質
問 　

学
校
の
休
業
に
よ

る
授
業
の
遅
れ
に
関
す
る
現

状
と
対
応
は
？

 

答
弁 　

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
し

て
実
施
し
た
臨
時
休
業
日
の

回
復
措
置
と
し
て
、
6
月
か

ら
の
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

見
直
し
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、

教
科
書
に
あ
る
復
習
や
ま
と

め
の
ペ
ー
ジ
は
、
家
庭
学
習

と
連
動
さ
せ
た
り
朝
活
動
や

放
課
後
の
活
用
を
行
っ
た
り

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
図
工
や
家
庭
科
等

は
、
作
品
の
サ
イ
ズ
を
小
さ

く
し
て
製
作
に
要
す
る
時
間

を
短
縮
す
る
な
ど
、
年
間
指

導
計
画
を
見
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

臨
時
休
業
期
間
に
実
施
す
る

予
定
だ
っ
た
学
習
内
容
に
も

対
応
し
、
年
間
を
見
通
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

 

質
問 　

体
育
祭
・
運
動

会
・
修
学
旅
行
等
の
実
施
の

考
え
は
？

 

答
弁 　

運
動
会
、
体
育
大

会
や
修
学
旅
行
等
の
学
校
行

事
は
、
適
宜
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
で
き
る
限
り
実
施
の

方
向
で
検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応

す
る
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
支
援
策
は

猿
渡
　
美
智
子 

議
員

緒
方
　
哲
郎 

議
員
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質
問 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
病

児
・
病
後
児
保
育
所
を
利
用

さ
れ
る
人
数
が
減
っ
て
い
る
。

利
用
者
が
大
幅
に
減
る
と
加

算
金
が
減
額
さ
れ
、
施
設
の

運
営
費
に
直
結
す
る
事
態
が

生
ま
れ
か
ね
な
い
。
市
と
し

て
昨
年
の
実
績
の
運
営
費
を

保
障
す
る
等
の
対
応
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
弁 　

委
託
契
約
書
の
第

9
条
の
委
託
料
の
減
額
に
つ

い
て
は
、「
委
託
業
務
に
要

し
た
経
費
に
係
る
適
正
な
支

出
額
が
契
約
に
規
定
さ
れ
た

額
を
下
回
る
場
合
は
、
委
託

業
務
に
要
し
た
経
費
に
係
る

適
正
な
支
出
額
を
も
っ
て
契

約
額
と
す
る
。」
と
あ
り
、

そ
の
年
度
に
お
け
る
適
正
な

支
出
は
認
め
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
利
用
者
の

状
況
や
、
国
の
補
助
金
の
動

向
も
確
認
し
な
が
ら
、
実
績

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て

 

質
問 　

国
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る
国

保
に
加
入
す
る
被
用
者
に
自

治
体
が
傷
病
手
当
を
支
給
す

る
場
合
、
全
額
を
財
政
支
援

す
る
特
例
を
設
け
た
。
し
か

し
、
自
営
業
者
は
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
財
源
も
使
っ
て
、

自
営
業
者
ま
で
市
独
自
で
対

象
を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

答
弁 　

本
市
の
国
保
財
政

の
現
状
は
、
高
齢
化
の
進
展

や
医
療
技
術
の
高
度
化
、
生

活
習
慣
病
の
増
加
等
に
伴
い
、

医
療
費
の
増
加
が
み
ら
れ
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

市
独
自
の
取
組
み
と
な
る
と
、

財
源
確
保
の
課
題
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
国
・
県
の
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
動
向
を
見
て

い
き
た
い
。

 

質
問 　

菊
池
広
域
連
合
職

員
の
パ
ワ
ハ
ラ
事
案
で
は
ご

本
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
を

誓
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
関
連
で
パ
ワ
ハ
ラ
に

関
連
し
た
相
談
及
び
事
案
報

告
件
数
、
そ
の
対
応
、
実
態

調
査
は
あ
る
の
か

 

答
弁 　

庁
内
で
の
相
談
は
、

総
務
課
職
員
係
が
窓
口
と
な

り
対
応
し
て
い
る
。
職
員
が
、

よ
り
相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
の
外
部
電
話
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
毎
月
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
で
職
員
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
相
談
実
績
は

無
い
。

 

質
問 　

6
月
1
日
か
ら
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
法
が
施
行
さ
れ

た
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
の
啓

発
、
組
織
作
り
、
相
談
窓
口

等
、
具
体
策
が
必
要
で
は
な

い
か

 

答
弁 　

事
業
主
と
し
て
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
方

針
を
明
確
化
し
、
ま
た
行
為

者
に
は
厳
正
に
対
処
す
る
旨

の
方
針
・
対
処
の
内
容
等
を

職
員
に
周
知
・
啓
発
す
る
こ

と
に
努
め
て
い
る
。

隈
府
中
央
線
と
回
遊
道

路
に
つ
い
て

 

質
問 　

現
状
と
改
修
状
況

を
示
せ

 

答
弁 　

回
遊
道
路
は
、
平

成
15
年
度
か
ら
平
成
24
年
度

に
か
け
て
5
、
5
9
2
ｍ
の

整
備
を
完
了
し
て
い
る
が
、

舗
装
の
劣
化
が
激
し
い
と
こ

ろ
か
ら
順
次
整
備
を
進
め
、

現
在
1
、
3
8
3
ｍ
の
整
備

を
終
え
て
い
る
。

　

隈
府
中
央
線
は
、
墓
地
移

転
、
墓
石
移
転
の
補
償
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
交
渉
を
進

め
て
い
る
。

 

質
問 　

改
修
の
順
番
は
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か

 

答
弁 　

市
道
立
町
北
原
線

の
令
和
元
年
度
の
施
工
区
間

は
、
沿
線
上
の
事
業
所
よ
り
、

営
業
に
支
障
に
な
ら
な
い
よ

う
西
側
か
ら
の
施
工
を
お
願

い
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
西
側
の
1
1
5
メ
ー
ト

ル
か
ら
施
工
、
令
和
2
年
度

は
東
側
の
1
1
7
メ
ー
ト
ル

を
施
工
す
る
こ
と
と
し
て
、

地
元
区
長
さ
ん
に
説
明
・
承

諾
を
い
た
だ
き
事
業
を
進
め

て
い
る
。

 

質
問 　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
休
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
温
泉
街
を
現
在
の

計
画
と
併
せ
て
、
早
急
に
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か

 

答
弁 　

今
年
度
は
、
起
債

の
申
請
な
ど
財
源
の
確
保
に

厳
し
い
面
が
あ
り
、
来
年
度

の
実
施
と
い
う
こ
と
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

東
　
奈
津
子 

議
員

二
ノ
文
　
伸
元 

議
員
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質
問 　

経
営
状
況
は
、
決

算
書
で
は
健
全
だ
と
判
断
す

る
が
、
黒
字
決
算
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
利
用
料
金
の
値
上

げ
、
営
業
時
間
の
短
縮
だ
け

で
な
く
、
フ
リ
ー
パ
ス
券
を

廃
止
す
る
理
由
は
？

 

答
弁 　

不
足
し
て
い
る
従

業
員
の
早
期
確
保
と
、
現
在

の
従
業
員
の
賃
金
も
含
め
た

人
件
費
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
建
築
経
過
年
数

と
と
も
に
、
修
繕
費
の
負
担

が
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
、
令
和
元
年
10
月
よ
り
消

費
税
が
増
税
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
利
用
料
収
入
に

比
し
て
掛
か
る
経
費
が
2
倍

以
上
と
な
る
深
夜
か
ら
早
朝

の
営
業
を
廃
止
し
、
そ
の
上

で
利
用
者
へ
の
負
担
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
形
で
の
料

金
の
改
正
を
行
う
旨
の
申
請

が
上
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、

市
と
し
て
も
利
用
料
金
と
営

業
時
間
の
変
更
を
承
認
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
パ
ス
券
の

廃
止
は
、
入
浴
料
の
見
直
し

の
中
、
よ
そ
の
3
セ
ク
で
フ

リ
ー
パ
ス
券
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
無
い
こ
と
か
ら
、

回
数
券
で
の
対
応
を
認
め
た

も
の
で
あ
る
。

べ
ん
り
カ
ー
と
あ
い
の
り

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

 

質
問 　

利
用
者
が
減
っ
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
ダ
イ

ヤ
や
ル
ー
ト
の
見
直
し
等
、

地
域
住
民
の
思
い
を
く
み
取

る
施
策
が
必
要
で
は
な
い

か
？

　

ま
た
、
今
後
の
取
組
み
を

示
せ

 

答
弁 　

今
年
度
は
、
利
便

性
の
向
上
と
利
用
拡
大
を
図

る
た
め
、
民
間
基
金
を
活
用

し
、
泗
水
地
区
に
お
け
る
あ

い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
予
約
ア

プ
リ
実
証
実
験
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
運
用

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
や
実
証
実

験
の
効
果
等
を
踏
ま
え
、
地

域
交
通
体
系
の
必
要
な
見
直

し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
に
、
運
行
経
費

が
増
加
傾
向
に
あ
る
補
助
に

よ
る
路
線
バ
ス
は
、
関
係
市

町
村
等
と
の
調
整
・
見
直
し

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

質
問 　

泗
水
地
区
に
あ
る

田
島
工
業
団
地
に
阿
蘇
製
薬

株
式
会
社
が
用
地
を
取
得
し
、

平
成
29
年
6
月
か
ら
新
工
場

建
設
に
着
手
す
る
と
菊
池
市

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
（
平
成

28
年
10
月
5
日
）
で
発
表
し

た
が
、
現
状
は
杭
の
1
本
も

立
っ
て
い
な
い
。

　

な
ぜ
遅
れ
て
い
る
の
か
？

ま
た
、
い
つ
新
工
場
は
建
設

さ
れ
る
の
か
？

 

答
弁 　

工
場
建
設
に
つ
い

て
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
伴
う
建
設
資
材
不
足
や
人

材
不
足
が
起
き
た
こ
と
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
る
ま

で
待
つ
と
い
う
方
針
に
切
り

替
え
ら
れ
た
こ
と
が
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
医
薬
品

や
医
薬
部
外
品
の
製
造
・
品

質
管
理
の
基
準
が
厳
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
準
を

満
た
す
た
め
に
、
専
門
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
及
び
設
計
者
と

調
整
し
て
お
り
、
時
間
を
要

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

質
問 　

菊
池
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
の
県
内
ラ
ン
キ
ン

グ
は
、
平
成
28
年
以
降
、
4

位
、
7
位
、
18
位
、
昨
年
は

25
位
と
右
肩
下
が
り
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
機
に
返
礼
品
発
送

業
務
等
を
民
間
代
行
業
者
に

変
更
す
べ
き
と
考
え
る
が
？

 

答
弁 　

ふ
る
さ
と
納
税
業

務
の
代
行
業
務
委
託
に
つ
い

て
は
、
代
行
手
数
料
の
コ
ス

ト
が
か
か
る
と
い
う
面
は
あ

る
が
、
ど
の
自
治
体
で
も
寄

附
額
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

　

他
自
治
体
の
事
例
も
踏
ま

え
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の

代
行
業
者
へ
の
委
託
に
つ
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
聞
き

取
り
も
含
め
て
、
既
に
具
体

的
な
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

福
島
　
英
德 

議
員

黒
字
決
算
な
の
に
、
七
城
温

泉
ド
ー
ム
の
利
用
料
金
値
上

げ
を
行
う
理
由
は
？

阿
蘇
製
薬
株
式
会
社
は
い
つ

来
る
の
？

荒
木
　
崇
之 

議
員

▲売却前（平成27年）の田島工業団地
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質
問 　

平
成
29
年
に
7
泊

9
日
で
、
江
頭
市
長
が
ス
ペ

イ
ン
ス
エ
カ
市
に
パ
エ
リ
ア

菊
池
大
会
を
誘
致
す
る
と
出

張
さ
れ
た
が
、
結

果
的
に
は
何
の
成

果
も
無
く
白
紙
に

な
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
市
民
に
対

す
る
説
明
責
任
は

 

答
弁 　

ス
ペ
イ
ン
ス
エ
カ

市
と
の
交
流
は
、
ス
エ
カ
市

か
ら
提
案
、
招
待
を
い
た
だ

い
た
が
、
ス
エ
カ
市
長
を
は

じ
め
交
渉
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

が
す
べ
て
い
な
く
な
る
な
ど
、

先
方
の
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
た
た
め
、
大
変
残
念
だ

が
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。
市
民
へ

の
説
明
に
つ
い
て
は
、
木
下

議
員
よ
り
、
議
会
の
一
般
質

問
と
い
う
極
め
て
公
的
な
場

で
、
こ
れ
ま
で
5
〜
6
回
の

答
弁
を
申
し
上
げ
て
お
り
、

一
定
の
説
明
責
任
を
果
た
し

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
対
す
る
市

の
対
応
に
つ
い
て

 

質
問 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影

響
に
対
し
て
の
市
の
対
策
が

他
の
自
治
体
に
比
べ
て
遅
い
、

対
策
が
足
り
な
い
と
市
民
の

不
満
の
声
が
出
て
い
る
。

　

早
急
に
市
民
生
活
へ
の
影

響
を
見
極
め
、
要
望
に
対
し

て
市
独
自
の
見
舞
金
・
応
援

金
の
拡
充
を
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
市
の
考
え
は

 

答
弁 　

第
1
弾
と
し
て

「
関
係
融
資
に
対
す
る
利
子

補
給
」、
第
2
弾
と
し
て

「
観
光
事
業
継
続
支
援
金
」

「
飲
食
事
業
継
続
支
援
金
」

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
」
の
3
本
の
支
援
、
第

3
弾
と
し
て
「
農
林
畜
産

業
・
商
工
業
事
業
継
続
支
援

金
」、
こ
の
ほ
か
「
肉
用
牛

の
肥
育
経
営
安
定
支
援
金
」

「
名
産
品
・
特
産
品
販
売
の

た
め
の
支
援
金
」
を
創
設
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
く
ら
し
と
経
済
を

支
え
る
た
め
の
商
品
券
の
発

行
や
、
国
の
施
策
と
連
動
し

た
観
光
活
性
化
等
の
積
極
的

な
施
策
を
、
一
日
で
も
早
く

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
童
保
育
の
現
状
と
拡

充
に
つ
い
て

 
質
問 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
学
校
休
校
に
よ

る
学
童
保
育
の
必
要
性
が
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
域

に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
て
お

り
、
対
応
を
統
一
化
す
る
た

め
の
連
絡
協
議
会
の
設
立
の

必
要
性
が
あ
る
が
、
市
の
考

え
は

 

答
弁 　

今
後
の
対
応
と
し

て
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
し
て
の
運
営
は
、
あ
る
一

定
の
統
一
的
な
考
え
方
で
行

う
必
要
が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
同

士
の
横
の
連
携
を
深
め
る
た

め
に
も
、
す
べ
て
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
る
協
議
会

を
設
置
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
ス
エ
カ
市
と
の
交

流
は
白
紙
と
の
事
だ
が
、
市

民
に
対
す
る
説
明
責
任
は

木
下
　
雄
二 

議
員

議会傍聴を
お待ちしています！

議会を
インターネットで！

９月定例会は８月26日（水）開会の予定です。

　定例会は、原則として３月・６月・９月・12月
に開かれ、行政に対する一般質問も行います。
　日程や一般質問者等の詳細は、議会事務局にお
尋ねください。また、３階の議場の傍聴席はバリ
アフリー対応となっておりますので、本庁１階の
エレベーターで３階までお越しください。皆様の
お越しをお待ちしております。なお、各支所でも
生中継でご覧いただけます。
※ 新型コロナウイルス感染症対策のため、入場に
制限がある場合があります。

　傍聴においでいただけない場合でも、
いつでもインターネットで本会議の録
画映像をご覧いただけます。菊池市の
ホームページより菊池市議会をクリッ
クし、議会中継をクリックしていただ
くと議会録画映像を見ることができま
す。
　使い方の説明も掲載していますので
ご参照ください。
　議会事務局／℡２５－２３２５

菊池市議会　議会映像 検索⬅
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平成31年度 政務活動費を公表します
　菊池市議会議員の平成31（令和元）年度の政務活動費の実績を次のとおり公表します。
　政務活動費は、議員の調査研究活動などに要する経費として、議員１人あたり月額２万円（年間
の上限は24万円）交付されています。
　交付上限額と支出実績額のいずれか少ない方の額が支給実績額となり、交付上限額を超えて支出
した場合は、自己負担となります。

（単位：円）

№ 氏　名
交付
上限額
（A）

使途別支出額 支給
実績額
（A・Bで
少ない
方の額）

会議
研修費

調査
研究費

資料
作成費

資料
購入費 広報費 広聴費 人件費 事務

所費

要請・
陳情
活動費

合計
（B）

1 田中　教之 240,000 102,308 84,664 120,000 306,972 240,000

2 福島　英德 240,000 247,281 247,281 240,000

3 緒方　哲郎 240,000 171,810 84,664 4,700 261,174 240,000

4 後藤　英夫 240,000 43,352 84,664 44,936 172,952 172,952

5 平　　直樹 240,000 54,000 201,852 255,852 240,000

6 東　奈津子 240,000 52,530 36,964 114,559 204,053 204,053

7 坂本　道博 240,000 54,000 172,919 31,476 258,395 240,000

8 水上　隆光 240,000 119,890 80,220 53,958 254,068 240,000

9 猿渡美智子 240,000 74,640 20,972 78,100 173,712 173,712

10 松岡　　讓 240,000 0 0

11 荒木　崇之 240,000 390 1,701 589,629 591,720 240,000

12 柁原　賢一 240,000 65,956 84,664 45,150 195,770 195,770

13 工藤圭一郎 240,000 228,187 228,187 228,187

14 城　　典臣 240,000 90,187 90,259 41,800 222,246 222,246

15 大賀　慶一 240,000 87,787 89,655 34,116 211,558 211,558

16 水上　彰澄 240,000 109,308 84,664 42,636 236,608 236,608

17 二ノ文伸元 240,000 61,453 61,453 61,453

18 泉田栄一朗 240,000 88,251 27,929 32,576 80,000 228,756 228,756

19 木下　雄二 240,000 87,064 11,469 3,730 132,000 234,263 234,263

20 山瀬　義也 240,000 43,352 84,664 42,636 170,652 170,652

合計 4,800,000 1,297,307 1,116,742 39,398 577,004 1,485,221 0 0 0 0 4,515,672 4,020,210

構成比 28.7% 24.7% 0.9% 12.8% 32.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

※交付上限額24万円は、月額２万円×12か月として算定。
※交付上限額を超えた支出は自己負担となり、交付上限額以内の場合はその支出額が支給実績額となります。
※各個人ごとの収支報告書等は、市のホームページにて、ご覧になれます。
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議
会
の
動
き

５月

11 月 議会改革検討特別委員会

21 木 議会月例会

27 水 全国市議会議長会定期総会（書面会議）

29 金 議会運営委員会

６月 ５ 金 令和２年第２回定例会～６月26日まで

７月

２ 木 菊池広域連合議会臨時会

８ 水 議会広報特別委員会

９ 木 議会改革検討特別委員会

21 火 議会月例会

８月

12 水
議会運営委員会
議会広報特別委員会

19 水 議会運営委員会

26 水 令和２年第２回定例会～９月25日まで

　議長交際費の令和２年４月１日から７月31日現在の支出状況を公表します。議長交際費は、議長が市議会を代表
して対外的な活動をするために必要な経費として認められており、その支出にあたっては、社会通念上妥当と思わ
れる範囲内にとどめるよう努めております。

議長交際費を公表します

議長交際費の支出状況

交際費の項目 件数 金　額 詳　細

会　費 0件 0円 公的性格を有する団体との協議会費及び負担金

その他 0件 0円 他自治体への研修および議長会等経費

計 0件 0円
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菊池女子高校のお姉さんたち、ありがとうございました。

　議会広報特別委員会では、「新型コロナウイルスにも

負けない、明るく元気な子どもたちの写真を表紙にした

い！」と考え、「戸崎小学校１年生の元気」を市民の皆

さまに届けることにしました。

　このことを菊池女子高校の荒木校長にお話したところ、

生徒の皆さんから『世界にひとつだけの手作りマスク』

を寄贈していただきました。

　今回のマスクには、夏用として繊維にキシリトールを

配合したガーゼが使われており、汗や湿気などの水分に

反応して涼感を得られる効果があるそうです。総合の授

業で『保育』を選択している生徒の心のこもった力作で

す。

　戸崎小学校の１年生が『世界にひとつだけの手作りマスク』を作っていただいた菊池女子高校の

お姉さんたちへ、感謝の気持ちを大きな手紙にして書いてくれました。４月に入学しましたが、学

校が休校していたため字を書くのは難しかったそうですが、小さな手で一生懸命にお礼の手紙を書

いてくれたそうです。この大きな手紙は、新型コロナウイルス感染症対策のため、児童・生徒を代

表して戸崎小学校（村上仁美校長）から菊池女子高校（荒木真紀子校長）へ贈られました。

表紙の写真について
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■議会広報特別委員会■
委 員 長 ／ 東　奈津子　　副委員長 ／ 田中　教之
委　　員 ／ 福島　英德　　猿渡美智子　　工藤圭一郎　　泉田栄一朗
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　４年ぶりに、広報委員となりました。
　充実した広報広聴活動を進めるため、メン
バーも前回より２人増え、６人体制でのスター
トとなります。
　市民の皆さんによりわかりやすく、かつ、議
会をより身近に感じてもらえるよう、委員一同、
頑張ってまいります。
　この広報が、市民の皆さんにとって、政治を
身近に感じてもらえる一助になれたらと思って
います。そのためにも、手に取って、読みたく
なるような紙面づくりを目指して頑張っていき
たいと思います。
　皆さんの、忌憚のないご意見もお待ちしてい
ます。 東　奈津子

編集後記

月日 区分 日　　　　　　程

8月26日 本会議 開会・会期の決定
議案上程・提案理由説明

（8月27日～31日　休会）

9月1日 本会議
委員会

質疑・委員会付託
予算決算常任委員会

9月2日 本会議 一般質問
9月3日 本会議 一般質問
9月4日 本会議 一般質問

（9月5日～6日　休会）
9月7日 本会議 一般質問

9月8日 委員会
常任委員会（予算決算分科会）
・総務文教
・福祉厚生
・経済建設

9月9日 委員会
常任委員会（予算決算分科会）
・総務文教
・福祉厚生
・経済建設

9月10日 委員会
常任委員会（予算決算分科会）
・総務文教
・福祉厚生
・経済建設

9月11日 委員会
常任委員会（予算決算分科会）
・総務文教
・福祉厚生
・経済建設

（9月12日～17日　休会）
9月18日 委員会 予算決算常任委員会

（9月19日～24日　休会）

9月25日 本会議 委員長報告・質疑・討論・採決・
閉会

※会期中に日程が変更になる場合があります。

令和２年第３回定例会日程の予定

　第96回全国市議会
議長会定期総会にお
いて、永年にわたり
市政の振興に努めら
れた功績に対し、水
上彰澄議員（前副議
長）に、市議会議員
として15年の表彰状
が贈呈されました。
　伝達は、令和２年第２回定例会の閉会日
（６月26日）に議場で行われました。

永年勤続表彰

水上 彰澄　議員

写真上段左側より、猿渡委員、福島委員、工藤委員
下段左側より、泉田委員、東委員長、田中副委員長

議会広報特別委員会
　議会広報特別委員会は、市政に係る重要な情
報を議会だよりの発行を中心に、市民に対し周
知するよう努めています。
　充実した広報広聴活動を展開するため、令和
２年６月定例会において、議会広報特別委員会
の委員定数「４人」を「６人」へ変更するよう
議員提出議案として提案し、可決されました。


